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新年のごあいさつ
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　謹んで新年のお慶びを申し上げます。

　日頃より皆様方におかれましては、当森林組合の運営につきまして、格別のご支援、ご協力を賜り厚く御

礼申し上げます。

　さて、近年の森林・林業界の動向を概観してみますと、合板や集成材業界においても、スギなどの国産材

へ舵を切っているほか、木質バイオマス分野の台頭などにより国産材の需要が確実に増大しています。これ

らに伴い流通構造はますます広域化し、丸太や製品の輸出戦略など新たな方向性となって現れています。

　一方、スギの人工林資源は、全国的に主伐の時代に転換しつつありますが、循環利用の基本となる皆伐

後の再造林は２～３割程度と低位にあるほか、良質な秋田スギの有効活用のための大径材の需要拡大や、

減少の一途をたどる林業就労者などの人材育成が課題となっています。

　このような中で、森林・林業関係制度の大きなターニングポイントとなる新たな森林管理システムが森林

環境譲与税（仮称）と合わせ、平成３１年４月からスタートすることになりますが、制度の運用に当たって

は、税の使い途などにおいて、幅広い森林整備や地域経済の活性化などに寄与できるよう切に期待するも

のであります。

　当森林組合としても、県や市との連携を深め、制度の円滑な推進に努力してまいる所存であります。

　今年は、「平成」の時代が終わり、新たな未来へと歴史が移り変わる年であります。

　戦後長く続いた非木質化の流れを変え、木材の時代をつくる大きなチャンスが到来していることをひしひ

しと感じております。

　また、秋田の林業が確実に動き出しているとも感じております。

　本荘由利森林組合は、こうした流れを的確に捉え、基軸の強い森林組合の構築を図るとともに、経営基

盤強化の基本である「生産体制の整備」、「次代を担う技術者の育成」、「豊かな森林資源の造成」などに

鋭意努力し、組合員の皆様のための山づくりに、役職員一丸となって邁進する所存でありますので、本年も

より一層のご指導ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

　結びに、皆様のご多幸とご健勝を心から祈念して、新年のごあいさつといたします。
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。

　

プ
レ
カ
ッ
ト
は
、
日
数
や
経
費
の
削
減
・
作
業
ス

ペ
ー
ス
の
縮
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　平成３０年１１月から林業大学校１年生２名が当組合で実地

研修を行いました。

　研修期間は約１ヶ月間でしたが、当組合の現場作業班に混

じり、ナラ枯れ調査や地ごしらえ、植栽などを行っていただき

ました。

　刈払いやチェーンソーの資格は持っているものの、実地での

経験は浅く、始めは山を歩くだけでもキツイとの事でした。し

かし、若さと、林業に対する思いの強さから１ヶ月間の実地研

修を無事終わることができ、素晴らしい経験になったとのこと

でした。

　林業大学校で様々な経験・実習を積み、卒業時には第一線

で働く林業従事者になることを期待しております。　
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　明けましておめでとうございます。

　今回は、新年にちなんで、年賀状や書き初めなどに使われるお正月にふさわしい縁起のいい言葉に

ついてご紹介いたします。

　何と言ってもポピュラーなのは、「謹賀新年」ですが、そのほかには、どのような言葉があるのか

調べてみました。

情 報 コ ー ナ ー

① 新春万福（しんしゅんばんぷく）

 　　万福には、数え切れないほどの幸せという意味があります。

 　　新しい年に幸せが多くありますようにという気持ちを表しています。

② 迎春万歳（げいしゅんばんざい）

 　　新年を迎えた喜びをストレートに表しています。

　 　勢いよく喜びを伝えることができます。

③ 笑門来福（しょうもんらいふく）

　 　笑う門には福来たる

　 　笑顔を絶やさない人のところには、幸せがやって来るという意味です。

④長楽萬年（ちょうらくまんねん）

　 　楽しい出来事が長くずっと続くという意味です。

　 　楽しい一年が過ごせますように。

⑤ 福寿（ふくじゅ）

 　　福寿には、幸せと長生きの意味があります。

 　　見るからに縁起のよさそうな言葉です。

⑥ 吉祥（きっしょう、きちじょう）

 　　吉祥は、幸福、繁栄を意味し、幸先のよいことなどにも用いられます。

 　　一年のいいスタートダッシュが切れそうですね。

⑦ 百福（ひゃくふく）

 　　百福は、たくさんの幸せや幸せに満たされていることを表しています。

 　　幸せな一年になりますように。

⑧ 豊楽（ほうらく）

 　　豊楽とは、人々が豊かな暮らしを楽しむことを意味しています。

 　　お正月から気持ちも暮らしも豊かな日々が過ごせそうです。

お正月にふさわしい縁起のいい言葉について

今年も皆様にとって、良い年でありますように
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木材流通センター　由利本荘市西目町沼田字新道下

TEL０１８４-３２-１０８８　　FAX０１８４-３２-１０８９ TEL０１８４-３２-１０８０　　FAX０１８４-３２-１０８１

１０１９̶１ １０２０̶１製材工場『木香里』 由利本荘市西目町沼田字新道下

　各種手続きとともに、所定の用紙のご記入・提出をお願いして

おります。用紙は本所・各支所に準備してあり、ご希望の方には

郵送します。（記入後は各自の返送、提出をお願いします。）

●賦課金納入

　平成３０年度分の賦課金について、未納の方は速やかに入金してください。

　納入方法、納入先、また納入有無の確認等、ご不明の点がありましたらご連絡ください。

●相続届

　相続開始後９０日以内に提出ください。郵便物が、亡くなった方の名前で届いてしまうほか、補助申請や、

選挙などに障害をきたす場合がございます。速やかに手続きをお願いいたします。

●法人、団体、代表者名の変更

　法人、団体、地域等、団体名で加入されている組合員様で、「団体名の変更」又は「代表者名の変更」

がございましたら届出をしていただく必要がありますので、お問い合わせください。

●脱退届

　組合員の脱退をお考えの方は一度お近くの支所にご相談ください。また、山林が無くなった場合は脱退

手続きが必要となります。

　今年度（平成３１年３月３１日）脱退希望の方は、平成３１年１月３１日まで手続きが必要です。２月以降

手続きをされた方は翌年３月末の脱退となります。

（平成30年）
単位：円、上段（石当り価格）

　　　　　下段㎥当り価格

本荘由利木材流通センター

高　　値 安　　値 平均価格

樹　種 材　長

　m

3.65

径　級

　cm

ス
　
　
ギ

14下

16～22

24～34

出材量・販売量・販売率

１２月４日

１２月：県外勢を含む８社が参加し、１本売りの高樹齢１口以外は落札となった。１６～２２ｃｍで１２,２００円／㎥、２４～３４ｃｍ

で１３,３００円／㎥と量産工場が量をまとめた。高樹齢材は材質次第の取引となった。
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12, 217 

　　　　　　　　　　(3,686)
13, 271 

1,159㎥(4,172石)・1,157㎥(4,165石)・99％

１月７日（月）より通常業務となります。

年末年始■■のお知らせ休 業

12月29日（土）～
　　　1月6日（日）

●
仕
事
始
め

　

…
…
…
…
１
月
７
日

●
地
区
座
談
会

　

…
…
…
…
２
月
上
旬

●
造
林
コ
ン
ク
ー
ル

　
　

及
び
林
業
講
習
会

　

…
…
…
…
２
月
下
旬

●
総
代
選
挙（
任
期
満
了
）

　

…
…
…
…
…
…
３
月

今
後
の
行
事
予
定

～ 各種届け出のお願い ～


